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今月の さん
小松市白江町の会社事務所に「今月の輝きさん」を
訪ねました。

－あなたの会社について教えてください。
弊社は、1967年の創業以来、「機動力・誠実・協調
と融和」をモットーとし、地域社会への貢献と奉仕の
精神を第一にしている総合建設会社です。私は、工事
部で主に現場の施工管理を担当しています。

－建設業を選んだ理由、入社の動機等について教えて
ください。
私は、小松市出身で、地元の工業高校の電気科を卒
業し、設備会社に就職して2年余り施工管理の仕事を
していました。誠和建設と同じ現場に入った際、その
仕事ぶりを見て「自分も土木の仕事をやってみたい。」
と思い2018年に転職しました。

－仕事のやりがいを感じるのはどのようなときです
か？
弊社は、現場監督の他、重機操縦や運送等、手広く
仕事ができる環境にあり、その資格取得も手厚くバッ
クアップしてくれます。入社後、1級土木施工管理技
士補や車両系建設機械、大型自動車運転免許等17種
の資格を取得させていただき、冬期間の除雪を含め、
多岐にわたり仕事を任せてもらっています。

仕事のやりがいは、大型商業施設の新設や道路工事等、担当させてもらった工事が竣工し、形となった
姿を見たときの「この現場は自分が手掛けたんだ。」という充実感と喜びが実感できることです。

－令和6年能登半島地震の道路啓開にも出動したのですね。
1月下旬に先輩2人と3泊4日で珠洲市に出動し、道路を遮断する崩落土砂の撤去や迂回路工事等を行い
ました。辿り着けるのかと思う様な道路を進んで現地入りし、トイレや風呂も使えない中で、提供いただ
いた施設の床に寝泊まりして作業を頑張ってきました。今後の自分にとって非常に貴重な経験になったと
思います。

－将来の夢、目標は？
私は、「建設業は社会に無くてはならない仕事だ。」と思っていますし、その仕事に携わっていることを

誇りに感じています。これから、もっと大きな工事を請け負えるようになり、現場監督として一人でしっ
かり仕事をこなせるように頑張りたいと思います。弊社には現場で仕事をバリバリこなして信頼されてい
る幹部の方がおり、私はその方を目標にしています。

－休日はどのように過ごしていますか？
仕事以外にもやりがいのあることを見つけることが大事だと思います。私は休日には、大好きなオート
バイ（900cc）でのツーリングや、SNS等で探した美味しいものの食べ歩きを楽しんでいます。カメラも
好きなので景色や花等を撮影しており、先日は河北潟の咲きほこるヒマワリを撮ってきました。

－最後に建設業を目指す後輩たちに一言。
自分が向いているのかいないのかは、やってみないと分からないと思いますし、どんな仕事でも苦労は
あり、一人前になるには時間がかかります。自分の気持ちで、とにかく挑戦してみることです。一緒に現
場で仕事ができれば嬉しいです。
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けんせつ一番星☆
今月放送

9月24日（火）
「-Sunset Express-MOVE」

毎月第4火曜日 18 : 00～18 : 05
エフエム石川で毎回、建設業界で働く業界のホープ「けんせつ一番星☆」の方に

インタビューし建設業界の魅力や仕事への意気込みなどに迫ります。
是非お聞きください。
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